
地域密着型通所介護「サービス評価」表

運営推進会議実施日

開催場所 浅科デイサービスセンター

項　　目

・佐久市の指定管理施設（令和2年より令和7年3月まで）

・サロンに出向いたり利
用者の意見をお聞きする
機会を持ち、デイサービ
スの役割を考えていきま
す。

・施設の東側にあるケヤキの木ですが、持ち主の方に許可をいただきできる範
囲での枝は切らせていただいている。

・施設西側の道路が傷んでおり、運転時支障がある。運転手（勝山さん）が随
時修繕して下さっている。
道路修繕には1,000万近くの経費がかかると言われているため補修材を市よりい
ただいている。
・長年交流を続けている幼稚園との交流会ですが、昨年度は新型コロナの影響
で中止となり、今年度もまだ実施していない状況。また皆さんの意見をお聞き
しながら交流できる方向で進めていきたい。
・ボランティアさん、学生さんの受け入れは6月より少しずつ実施している。現
在まで延べ46名の方にお越しいただいている。

・地域の理容店さんに依頼し月に２～３名の方が散髪している。

・感染対策をしながらの
ボランティアさんの受け
入れ、また地区サロンと
の関わりを積極的に行っ
ていき、浅科デイサービ
スをより身近に感じてい
ただけるように活動して
いきたい。
・オレンジカフェについ
て検討していきます。

出席者 8人 欠席者 1人

改善計画

・ケヤキ・道路他、施設
の修繕に関しては引き続
き市と相談しながら進め
ていきます。

事業所現況報告と今後の方向性

令和5年10月25日（水）

評価・意見・要望

③地域に出向
いての暮らし
を支える取り

組み

②事業所と地
域のかかわり

①事業所の
しつらえ、

環境

・地域に出向いて行くことはなかなか難しいですが、今回のように各地区のサ
ロン等に出向いたりして地域を知ることで、デイサービスでもできることを考
えていく。

・移動販売「とくし丸」を月２回利用。

・ケヤキの木は心配ですが、持ち主の
方と連絡を取りトラブルがないように
対応されており努力されていると思っ
た。
・施設が古くなってきている中で、修
繕などご苦労いただいていてありがと
うございます。
・道の修繕は区を通してもだめで直接
市へ相談したら修繕してもらえたので
アピールが大事だと思う。（利用者家
族の意見）

・隣接する作業所との交流としては、10月20日に合同の避難訓練を実施した。
・10月17日には塩名田地区のサロンにお邪魔し寸劇を披露しました。また各地
区でご要望などお聞きしながら交流を深めていきたい。

・平成6年に建設され老朽化にて修繕箇所が毎年ある。計画的に修繕を行ってい
く。

・益々ボランティアさんが来てくれる
といいですね。
・サロンに集まった高齢者が多いのに
デイ利用者が少ないのは改善したい。
・地域の事業者さんの活動やサロンに
も出向いており地域との交流を意識し
て活動されていると思いました。
・サロンで交流など深めていただいて
いることをお伺いして、デイサービス
でのオレンジカフェなど開催していた
だけるとありがたいです。検討いかが
でしょうか。
オレンジカフェはまだ浅科地区にはな
い。立ち上げる際に20万円の補助金が
出る。
・サロンは「健康なお年寄り」という
区分はおかしいと思う。共生の時代と
言われている。せっかくいい施設があ
るので昔の井戸端会議的な施設になれ
ばいいと思う。

・利用者様も一緒に活動できると良い
ですね。
・介護保険利用をする前の方々に事業
所を知ってもらうことは大切だと思う
ので、他のサロンにも行けると良いと
思いました。



項　　目

　

・引き続き感染対策をし
ていきます。

・引き続き小さなことで
も皆で考える機会を作り
大きな事故を防いでいき
ます。

・委員さんからご意見をいただきながら、今地域でどのような事が必要なの
か、デイサービスで関われることはあるのか考えていきたい。

⑦その他の
サービス向上
への取り組み

・認知症予防体操「コグニサイズ」を取り入れたレクリエーションの実施をし
ている。地域のサロンに職員3名で出向き、コグニサイズの勉強をした。

・最適で職員全員が統一した支援ができるよう、問題解決シートを使い利用者
様への対応について職員全員で検討する機会を作った。

④運営推進会
議を活かした
取り組み

・防災対策については、年2回の避難訓練を実施している。できるだけ早めに情
報をキャッチして、人命第一で対応していきたい。
・感染対策は新型コロナをはじめ、その他の感染症を防ぐよう日々職員一人一
人の心がけと利用者やご家族への指導を徹底していきたい。
・事故に繋がらない小さな出来事から、職員一人一人が注意していけるようヒ
ヤリハットを記入し回覧している。

⑤事業所の防
災対策、感染
予防、食中毒
予防対策

⑥ヒヤリ・
ハット事故の
再発防止対策

・地域の方の意見や感想を吸い上げる
機会となっており良いと思いました。

・休館せずに運営できている為、感染
予防が出来ているのではないかと思い
ます。

・ヒヤリハットの記入がされ再発防止
を考える機会となっておりいいと思い
ます。

評価・意見・要望

・地域の方々のお力をお借りしながら、浅科地域で必要とされるデイサービス
にしていきたいと考えている。

事業所現況報告と今後の方向性 改善計画

・事業所のアピールとして、毎月包括及びケアマネ事業所には事業所の取り組
みがわかるお便りを添えて実績を提出している。また、11月発行の社協だより
「ぴーぷる」にも活動が掲載される予定。

・今後も継続していき、大きな事故を未然に防いでいきたい。

・職員会議や情報の回覧
により、職員全員が統一
したサービスが提供でき
るよう努力していきま
す。
・引き続き施設を知って
いただけるようアピール
していきます。
R6年1月発行の「ぴーぷ
る」に塩名田サロンに出
向かせていただいた記事
を載せる予定です。

・職員が皆同じサービスが出来る
事は大切なことで素晴らしい取り
組みだと思います。
・デイサービスの特色を出してい
くことが大切だと思うので、その
ためのアピールをしていくことは
大切だと思います。
・新規利用者が減っている件
　→包括より、新規申請者が浅科
地区は望月地区と比較すると少な
い。（9月申請者：浅科3名、望月7
名）浅科地区は我慢強く重くなっ
てから申請する傾向がある。最近
はどの事業所でも新規利用者を
待っている状況。
・要支援など軽い方がデイサービ
スを利用できることを知らないの
ではないか？
　→包括より、総合事業の説明：
包括でチェックリストにより該当
する方は希望によりサービスを利
用している。制度の説明を住民に
周知していきたい。


